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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月7日(2012.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　α－ケトグルタル酸塩からのα，ω－二官能性Ｃｎアルカンの産生のための代謝改変宿
主細胞であって、ここで、α末端官能基およびω末端官能基は、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、お
よび－ＮＨ３の群より選択され、そして、該α，ω－二官能性Ｃｎアルカンは６個の炭素
原子を有し、該代謝改変宿主細胞は、α－ケトグルタル酸塩のα－ケトピメリン酸塩への
変換を触媒するホモクエン酸シンターゼ、ホモアコニターゼ、およびホモイソクエン酸デ
ヒドロゲナーゼをコードする核酸配列で遺伝子改変され、そしてα－ケトピメリン酸塩を
基質として使用することができる少なくとも一つの生合成経路の酵素をコードする少なく
とも１つのヌクレオチド配列を含む核酸でさらに遺伝子改変される、代謝改変宿主細胞。
【請求項２】
　前記α，ω－二官能性アルカンが、アジピン酸、アミノカプロン酸、ヘキサメチレンジ
アミン、６－ヒドロキシヘキサミン、１，６－ヘキサンジオール、６－アミノヘキサナー
ル、６－アミノヘキサノール、および６－ヒドロキシヘキサン酸塩からなる群より選択さ
れる、請求項１に記載の代謝改変宿主細胞。
【請求項３】
　前記宿主細胞は、α－ケトピメリン酸塩のアジピン酸セミアルデヒドへの変換を触媒す
る２－ケトデカルボキシラーゼ酵素をコードする核酸を含み、該２－ケトデカルボキシラ
ーゼが、２－ケトグルタル酸デカルボキシラーゼ（ｋｇｄ）、２－ケトイソ吉草酸デカル
ボキシラーゼ（ｋｉｖＤ）、アミノ基転移アミノ酸デカルボキシラーゼ（ＡＲＯ１０）、
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ベンゾイルギ酸デカルボキシラーゼ（ｍｄｌＣ）、２－ケトアルギニンデカルボキシラー
ゼ（ａｒｕＩ）、ホスホノピルビン酸デカルボキシラーゼ（ｆｏｍ２）、ピルビン酸デカ
ルボキシラーゼイソ酵素（ＰＤＣ６、ＰＤＣ１）、ピルビン酸デカルボキシラーゼイソ酵
素２（ＰＤＣ５、ＰＤＣ１、ＰＤＣ６、Ａｒｏ１０、ＫｉｖＤ）、インドールピルビン酸
デカルボキシラーゼ（ｉｐｄＣ）、およびそれらのホモログの群より選択される、請求項
１に記載の代謝改変宿主細胞。
【請求項４】
　アジピン酸セミアルデヒドのアジピン酸への変換を触媒することができるアルデヒドデ
ヒドロゲナーゼ酵素をコードする核酸をさらに含み、該アルデヒドデヒドロゲナーゼが、
６－オキソヘキサン酸デヒドロゲナーゼ（ＣｈｎＥ）およびそのホモログからなる群より
選択される、請求項３に記載の代謝改変宿主細胞。
【請求項５】
　（ａ）前記ホモクエン酸シンターゼが、ＡｋｓＡ、ＮｉｆＶ、ｈｃｓ、Ｌｙｓ２０／２
１、およびそれらのホモログからなる群より選択され；
　（ｂ）前記ホモアコニターゼが、ＡｋｓＤ／Ｅ、ＬｙｓＴ／Ｕ、Ｌｙｓ４、３－イソプ
ロピルリンゴ酸デヒドラターゼ大／小サブユニット、およびそれらのホモログからなる群
より選択され；そして
　（ｃ）前記ホモイソクエン酸デヒドロゲナーゼが、ＡｋｓＦ、Ｈｉｃｄｈ、Ｌｙｓ１２
、２－オキソスベリン酸シンターゼ、３－イソプロピルリンゴ酸デヒドロゲナーゼ、およ
びそれらのホモログからなる群より選択される、請求項１に記載の代謝改変宿主細胞。
【請求項６】
　α，ω－二官能性Ｃｎアルカンの産生方法であって、
　（ａ）組み換え宿主細胞を提供する工程であって、該宿主細胞は、
　α－ケトグルタル酸塩からα－ケトピメリン酸塩を産生するためのホモクエン酸シンタ
ーゼ、ホモアコニターゼ、およびホモイソクエン酸デヒドロゲナーゼをコードする核酸配
列、ならびに
　α－ケトピメリン酸塩からのα，ω－二官能性Ｃｎアルカンの産生のための少なくとも
一つの生合成経路の酵素
を含み、ここで、α末端官能基およびω末端官能基は、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、および－Ｎ
Ｈ３の群より選択され、そして、該α，ω－二官能性Ｃｎアルカンは６個の炭素原子を有
する、工程；
　（ｂ）該α，ω－二官能性Ｃｎアルカンを産生するために十分な条件下で、該組み換え
宿主細胞を培養する工程；ならびに
　（ｃ）該α，ω－二官能性Ｃｎアルカンを単離する工程
を含む、方法。
【請求項７】
　α，ω－二官能性Ｃｎアルカンの産生方法であって、
　（ａ）組み換え宿主細胞を提供する工程であって、該宿主細胞は、
　α－ケトグルタル酸塩からα－ケトピメリン酸塩を産生するためのホモクエン酸シンタ
ーゼ、ホモアコニターゼ、およびホモイソクエン酸デヒドロゲナーゼをコードする少なく
とも一つのヌクレオチド配列、ならびに
　α－ケトピメリン酸塩のアジピン酸セミアルデヒドへの変換を触媒する２－ケトデカル
ボキシラーゼ酵素をコードする少なくとも一つのヌクレオチド配列
を含む核酸を含む、工程；
　（ｂ）該α，ω－二官能性Ｃｎアルカンを産生するために十分な条件下で、該組み換え
宿主細胞を培養する工程であって、α末端官能基およびω末端官能基は、－ＯＨ、－ＣＯ
ＯＨ、および－ＮＨ３の群より選択され、ｎは、４～８の範囲の整数である、工程；なら
びに
　（ｃ）該α，ω－二官能性Ｃｎアルカンを単離する工程
を含む、方法。
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【請求項８】
　（ａ）前記ホモクエン酸シンターゼが、ＡｋｓＡ、ＮｉｆＶ、ｈｃｓ、Ｌｙｓ２０／２
１、およびそれらのホモログからなる群より選択され；
　（ｂ）前記ホモアコニターゼが、ＡｋｓＤ／Ｅ、ＬｙｓＴ／Ｕ、Ｌｙｓ４、３－イソプ
ロピルリンゴ酸デヒドラターゼ大／小サブユニット、およびそれらのホモログからなる群
より選択され；そして
　（ｃ）前記ホモイソクエン酸デヒドロゲナーゼが、ＡｋｓＦ、Ｈｉｃｄｈ、Ｌｙｓ１２
、２－オキソスベリン酸シンターゼ、３－イソプロピルリンゴ酸デヒドロゲナーゼ、およ
びそれらのホモログからなる群より選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記２－ケトデカルボキシラーゼは、α－ケトピメリン酸塩のアジピン酸セミアルデヒ
ドへの変換を触媒することができ、該２－ケトデカルボキシラーゼが、２－ケトグルタル
酸デカルボキシラーゼ（ｋｇｄ）、２－ケトイソ吉草酸デカルボキシラーゼ（ｋｉｖＤ）
、アミノ基転移アミノ酸デカルボキシラーゼ（ＡＲＯ１０）、ベンゾイルギ酸デカルボキ
シラーゼ（ｍｄｌＣ）、２－ケトアルギニンデカルボキシラーゼ（ａｒｕＩ）、ホスホノ
ピルビン酸デカルボキシラーゼ（ｆｏｍ２）、ピルビン酸デカルボキシラーゼイソ酵素（
ＰＤＣ６、ＰＤＣ１）、ピルビン酸デカルボキシラーゼイソ酵素２（ＰＤＣ５、ＰＤＣ１
、ＰＤＣ６、Ａｒｏ１０、ＫｉｖＤ）、インドールピルビン酸デカルボキシラーゼ（ｉｐ
ｄＣ）、およびそれらのホモログの群より選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記核酸は、アジピン酸セミアルデヒドのアジピン酸への変換を触媒することができる
アルデヒドデヒドロゲナーゼ酵素をコードする少なくとも一つのヌクレオチド配列をさら
に含み、該アルデヒドデヒドロゲナーゼが、６－オキソヘキサン酸デヒドロゲナーゼ（Ｃ
ｈｎＥ）およびそのホモログの群より選択される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記α，ω－二官能性Ｃｎアルカンが６個の炭素原子を有し、アジピン酸、アミノカプ
ロン酸、ヘキサメチレンジアミン、６－ヒドロキシヘキサミン、１，６－ヘキサンジオー
ル、６－アミノヘキサナール、６－アミノヘキサノール、および６－ヒドロキシヘキサン
酸塩からなる群より選択される、請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　前記宿主細胞は、細菌細胞または酵母細胞である、請求項６～１１のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１３】
　アジピン酸セミアルデヒドのアミノカプロン酸への変換を触媒することができるアミノ
トランスフェラーゼ酵素をコードする核酸をさらに含み、該アミノトランスフェラーゼが
、ＧＡＢＡトランスアミナーゼ、Ｌｙｓ６デヒドロゲナーゼ、オルニチン－オキソ酸トラ
ンスアミナーゼ、リジンアミノトランスフェラーゼ、４－アミノ酪酸アミノトランスフェ
ラーゼ、サッカロピンデヒドロゲナーゼ（ＬＹＳ９およびＬＹＳ１）、およびそれらのホ
モログからなる群より選択される、請求項３に記載の代謝改変宿主細胞。
【請求項１４】
　アジピン酸セミアルデヒドの６－ヒドロキシヘキサン酸塩または１，６－ヘキサンジオ
ールへの変換を触媒することができるアルコールデヒドロゲナーゼをコードする核酸をさ
らに含み、該アルコールデヒドロゲナーゼは、６－ヒドロキシヘキサン酸デヒドロゲナー
ゼ、ブタノールデヒドロゲナーゼ、ＡＤＨＩＶデヒドロゲナーゼ、プロパンジオールオキ
シドレダクターゼ、ＡＤＨ６、およびそれらのホモログから選択される、請求項３に記載
の代謝改変宿主細胞。
【請求項１５】
　前記核酸が、アジピン酸セミアルデヒドのアミノカプロン酸への変換を触媒することが
できるアミノトランスフェラーゼ酵素をコードする少なくとも一つのヌクレオチド配列を
さらに含み、該アミノトランスフェラーゼが、α－アミノアジピン酸アミノトランスフェ
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ラーゼ－１（ＡＡＤＡＴ）、アミノアジピン酸アミノトランスフェラーゼ（ＬｙｓＮ）、
ジアミノピメリン酸デヒドロゲナーゼ（ｄｄｂおよびｄａｐｄｈ）、ＧＡＢＡトランスア
ミナーゼ、Ｌｙｓ６デヒドロゲナーゼ、オルニチン－オキソ酸トランスアミナーゼ、リジ
ンアミノトランスフェラーゼ、４－アミノ酪酸アミノトランスフェラーゼ、サッカロピン
デヒドロゲナーゼ（ＬＹＳ９およびＬＹＳ１）、ならびにそれらのホモログからなる群よ
り選択される、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記核酸が、アジピン酸セミアルデヒドの６－ヒドロキシヘキサン酸塩または１，６－
ヘキサンジオールへの変換を触媒することができるアルコールデヒドロゲナーゼをコード
する少なくとも一つのヌクレオチド配列をさらに含み、該アルコールデヒドロゲナーゼは
、６－ヒドロキシヘキサン酸デヒドロゲナーゼ、ブタノールデヒドロゲナーゼ、ＡＤＨＩ
Ｖデヒドロゲナーゼ、プロパンジオールオキシドレダクターゼ、ＡＤＨ６、およびそれら
のホモログから選択される、請求項９に記載の方法。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明のいくつかの態様は、α－ケトグルタル酸塩からのα，ω－二官能性Ｃｎアルカ
ンの産生方法に関する。ここでは、α末端官能基とω末端官能基は、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ
、および－ＮＨ３の群より選択され、ｎは、５～８の範囲の整数であり、上記方法は、α
，ω－二官能性Ｃｎアルカンを産生するために十分な条件下で上記改変宿主細胞を培養す
る工程；およびα，ω－二官能性Ｃｎアルカンを分離する工程を含む。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
α－ケト酸からのα，ω－二官能性Ｃｎアルカンの産生のための代謝改変宿主細胞であっ
て、ここでは、α末端官能基とω末端官能基は、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、および－ＮＨ３の
群より選択され、ｎは、４～８の範囲の整数であり、該代謝改変宿主細胞は、少なくとも
１つの生合成経路の酵素をコードする少なくとも１つのヌクレオチド配列を含む核酸で遺
伝子改変される、宿主細胞。
（項目２）
前記核酸が、２つ以上の遺伝子産物をコードするヌクレオチド配列を含む、項目１に記載
の代謝改変宿主細胞。
（項目３）
前記細胞が原核生物細胞である、項目１に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目４）
前記細胞が嫌気性原核生物細胞である、項目１に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目５）
前記細胞が、Ｅ．Ｃｏｌｉ、Ｃ．ｇｌｕｔａｎｉｃｕｍ、Ｂ．ｆｌａｖｕｍ、およびＢ．
ｌａｃｔｏｆｅｒｍｅｎｔｕｍからなる群より選択される、項目１に記載の代謝改変宿主
細胞。
（項目６）
前記α－ケト酸がα－ケトグルタル酸塩であり、α－ケトアジピン酸塩、α－ケトピメリ
ン酸塩、またはα－ケトスベリン酸塩に変換される、項目１に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目７）
前記宿主細胞が、ホモクエン酸シンターゼ、ホモアコニターゼ、およびホモイソクエン酸
デヒドロゲナーゼをコードする核酸配列を含む、項目６に記載の代謝改変宿主細胞。
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（項目８）
前記ホモクエン酸シンターゼが、ＡｋｓＡ、ＮｉｆＶ、ｈｃｓ、およびＬｙｓ２０／２１
からなる群より選択される、項目７に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目９）
前記ホモアコニターゼが、ＡｋｓＤ／Ｅ、ＬｙｓＴ／Ｕ、Ｌｙｓ４、３－イソプロピルリ
ンゴ酸デヒドラターゼ大／小サブユニット、およびそれらのホモログからなる群より選択
される、項目７に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目１０）
前記ホモイソクエン酸デヒドロゲナーゼが、ＡｋｓＦ、Ｈｉｃｄｈ、Ｌｙｓ１２、２－オ
キソスベリン酸シンターゼ、３－イソプロピルリンゴ酸デヒドロゲナーゼ、およびそれら
のホモログからなる群より選択される、項目７に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目１１）
前記α，ω－二官能性アルカンが６個の炭素原子を有し、アミノカプロン酸、アジピン酸
塩、ヘキサメチレンジアミン、６－ヒドロキシヘキサミン、１，６－ヘキサンジオール、
６－アミノヘキサナール、６－アミノヘキサノール、および６－ヒドロキシヘキサン酸塩
からなる群より選択される、項目７に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目１２）
α－ケトピメリン酸塩からのアジピン酸の産生のための、項目１に記載の代謝改変宿主細
胞であって、該宿主細胞がさらに、デカルボキシラーゼ酵素およびアルデヒドデヒドロゲ
ナーゼ酵素をコードする核酸を含む、宿主細胞。
（項目１３）
前記デカルボキシラーゼ酵素がα－ケトピメリン酸塩のアジピン酸セミアルデヒドへの変
換を触媒する２－ケトデカルボキシラーゼであり、そして前記アルデヒドデヒドロゲナー
ゼがアジピン酸セミアルデヒドのアジピン酸への変換を触媒する、項目１２に記載の代謝
改変宿主細胞。
（項目１４）
前記２－ケトデカルボキシラーゼが、２－ケトグルタル酸デカルボキシラーゼ（ｋｇｄ）
、２－ケトイソ吉草酸デカルボキシラーゼ（ｋｉｖＤ）、アミノ基転移アミノ酸デカルボ
キシラーゼ（ＡＲＯ１０）、ベンゾイルギ酸デカルボキシラーゼ（ｍｄｌＣ）、２－ケト
アルギニンデカルボキシラーゼ（ａｒｕＩ）、ホスホノピルビン酸デカルボキシラーゼ（
ｆｏｍ２）、ピルビン酸デカルボキシラーゼイソ酵素（ＰＤＣ６、ＰＤＣ１）、ピルビン
酸デカルボキシラーゼイソ酵素２（ＰＤＣ５、ＰＤＣ１、ＰＤＣ６、Ａｒｏ１０、Ｋｉｖ
Ｄ）、インドールピルビン酸デカルボキシラーゼ（ｉｐｄＣ）、およびそれらのホモログ
の群より選択される、項目１２に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目１５）
前記デカルボキシラーゼが、２－ケトグルタル酸デカルボキシラーゼ（ｋｇｄ）、２－ケ
トイソ吉草酸デカルボキシラーゼ（ｋｉｖＤ）、アミノ基転移アミノ酸デカルボキシラー
ゼ（ＡＲＯ１０）、ベンゾイルギ酸デカルボキシラーゼ（ｍｄｌＣ）、２－ケトアルギニ
ンデカルボキシラーゼ（ａｒｕＩ）、ホスホノピルビン酸デカルボキシラーゼ（ｆｏｍ２
）、ピルビン酸デカルボキシラーゼイソ酵素（ＰＤＣ６、ＰＤＣ１）、ピルビン酸デカル
ボキシラーゼイソ酵素２（ＰＤＣ５、ＰＤＣ１、ＰＤＣ６、Ａｒｏ１０、ＫｉｖＤ）、イ
ンドールピルビン酸デカルボキシラーゼ（ｉｐｄＣ）、およびそれらのホモログと比較し
た場合に、少なくとも３０％の同一性を有する、項目１４に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目１６）
前記アルデヒドデヒドロゲナーゼが、６－オキソヘキサン酸デヒドロゲナーゼ（ＣｈｎＥ
）およびそのホモログである、項目１２に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目１７）
前記アルデヒドデヒドロゲナーゼが、前記６－オキソヘキサン酸デヒドロゲナーゼ（Ｃｈ
ｎＥ）に対して少なくとも３０％の同一性を有する、項目１２に記載の代謝改変宿主細胞
。
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（項目１８）
α－ケトピメリン酸塩からのアミノカプロン酸の産生のための項目１に記載の代謝改変宿
主細胞であって、該宿主細胞が、アミノトランスフェラーゼ酵素およびデカルボキシラー
ゼをコードする核酸をさらに含む、宿主細胞。
（項目１９）
前記２－アミノトランスフェラーゼが、α－ケトピメリン酸塩の２－アミノピメリン酸塩
への変換を触媒し、そして前記デカルボキシラーゼが、２－アミノピメリン酸塩のアミノ
カプロン酸への変換を触媒する、項目１８に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目２０）
前記アミノトランスフェラーゼが、α－アミノアジピン酸アミノトランスフェラーゼ－１
（ＡＡＤＡＴ）、アミノアジピン酸アミノトランスフェラーゼ（ＬｙｓＮ）、ジアミノピ
メリン酸デヒドロゲナーゼ（ｄｄｂおよびｄａｐｄｈ）、およびそれらのホモログからな
る群より選択される、項目１９に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目２１）
前記デカルボキシラーゼがグルタミン酸デカルボキシラーゼである、項目１９に記載の代
謝改変宿主細胞。
（項目２２）
前記グルタミン酸デカルボキシラーゼが、Ｇａｄ６／７、ＧａｄＡ、ＧａｄＢ、およびｌ
ｙｓＡからなる群より選択される遺伝子または遺伝子の断片によりコードされる、項目２
０に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目２３）
前記デカルボキシラーゼが、α－ケトピメリン酸塩のアジピン酸セミアルデヒドへの変換
を触媒し、そして前記アミノトランスフェラーゼが、アジピン酸セミアルデヒドのアミノ
カプロン酸への変換を触媒する、項目１８に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目２４）
前記ケトデカルボキシラーゼが、２－ケトグルタル酸デカルボキシラーゼ（ｋｇｄ）、２
－ケトイソ吉草酸デカルボキシラーゼ（ｋｉｖＤ）、アミノ基転移アミノ酸デカルボキシ
ラーゼ（ＡＲＯ１０）、ベンゾイルギ酸デカルボキシラーゼ（ｍｄｌＣ）、２－ケトアル
ギニンデカルボキシラーゼ（ａｒｕＩ）、ホスホノピルビン酸デカルボキシラーゼ（ｆｏ
ｍ２）、ピルビン酸デカルボキシラーゼイソ酵素（ＰＤＣ６、ＰＤＣ１）、ピルビン酸デ
カルボキシラーゼイソ酵素２（ＰＤＣ５、ＰＤＣ１、ＰＤＣ６、Ａｒｏ１０、ＫｉｖＤ）
、インドールピルビン酸デカルボキシラーゼ（ｉｐｄＣ）、およびそれらのホモログの群
より選択される、項目２３に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目２５）
前記アミノトランスフェラーゼが、ＧＡＢＡトランスアミナーゼ、Ｌｙｓ６デヒドロゲナ
ーゼ、オルニチン－オキソ酸トランスアミナーゼ、リジンアミノトランスフェラーゼ、４
－アミノ酪酸アミノトランスフェラーゼ、４－アミノ酪酸アミノトランスフェラーゼ、４
－アミノ酪酸アミノトランスフェラーゼ、サッカロピンデヒドロゲナーゼ（ＬＹＳ９およ
びＬＹＳ１）、またはそれらの任意の相同タンパク質からなる群より選択される、項目２
３に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目２６）
アミノカプロン酸からのヘキサメチレンジアミンの産生のための項目１８に記載の代謝改
変宿主細胞であって、該宿主細胞が、アルデヒドデヒドロゲナーゼおよびアミノトランス
フェラーゼをコードする核酸をさらに含む、宿主細胞。
（項目２７）
前記アルデヒドデヒドロゲナーゼが、アミノカプロン酸の６－アミノヘキサナールへの変
換を触媒し、そして前記アミノトランスフェラーゼが、６－アミノヘキサナールの６－ヘ
キサメチレンジアミンへの変換を触媒する、項目２６に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目２８）
前記アルデヒドデヒドロゲナーゼがＡＬＤＨ酵素（ＥＣ　１．２．１－）である、項目２
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７に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目２９）
前記アミノトランスフェラーゼが、α－アミノアジピン酸アミノトランスフェラーゼ－１
（ＡＡＤＡＴ）、アミノアジピン酸アミノトランスフェラーゼ（ＬｙｓＮ）、ジアミノピ
メリン酸デヒドロゲナーゼ（ｄｄｂ、ｄａｐｄｈ）、およびそれらの相同タンパク質から
なる群より選択される、項目２７に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目３０）
α－ケトピメリン酸塩からのヘキサメチレンジアミンの産生のための、項目１に記載の代
謝改変宿主細胞であって、該宿主細胞が、アミノトランスフェラーゼ、レダクターゼ、デ
ヒドロゲナーゼ、およびデカルボキシラーゼをコードする核酸をさらに含む、宿主細胞。
（項目３１）
前記アミノトランスフェラーゼが、α－ケトピメリン酸塩の２－アミノピメリン酸塩への
変換を触媒し、前記レダクターゼが、２－アミノピメリン酸塩の２－アミノ－７－オキソ
ヘプタン酸塩への変換を触媒し、前記デヒドロゲナーゼが、２－アミノ－７－オキソヘプ
タン酸塩の２，７－ジアミノヘプタン酸塩への変換を触媒し、そして前記デカルボキシラ
ーゼが、２，７－ジアミノヘプタン酸塩のヘキサメチレンジアミンへの変換を触媒する、
項目３０に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目３２）
前記アミノトランスフェラーゼが、α－アミノアジピン酸アミノトランスフェラーゼ－１
（ＡＡＤＡＴ）、アミノアジピン酸アミノトランスフェラーゼ（ＬｙｓＮ）、ジアミノピ
メリン酸デヒドロゲナーゼ（ｄｄｂ、ｄａｐｄｈ）、およびそれらの変異体からなる群よ
り選択される、項目３１に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目３３）
前記レダクターゼが、アミノアジピン酸レダクターゼまたはそのホモログである、項目３
１に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目３４）
前記アミノアジピン酸レダクターゼがＳｃ－Ｌｙｓ２によりコードされる、項目３３に記
載の代謝改変宿主細胞。
（項目３５）
前記デヒドロゲナーゼが、サッカロピンデヒドロゲナーゼまたはそのホモログである、項
目３１に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目３６）
前記サッカロピンデヒドロゲナーゼが、Ｓｃ－Ｌｙｓ９もしくはＳｃ－Ｌｙｓ１、または
それらの変異体によりコードされる、項目３５に記載の代謝改変宿主細胞。
（項目３７）
前記デカルボキシラーゼが、リジンデカルボキシラーゼ、オルニチンデカルボキシラーゼ
、およびそれらの変異体からなる群より選択される、項目３０に記載の代謝改変宿主細胞
。
（項目３８）
α－ケトピメリン酸塩からの６－ヒドロキシヘキサン酸塩の産生のための、項目６に記載
の代謝改変宿主細胞であって、該宿主細胞が、アルコールデヒドロゲナーゼをコードする
核酸をさらに含む、宿主細胞。
（項目３９）
６－ヒドロキシヘキサン酸塩からの１，６－ヘキサンジオールの産生のための、項目３８
に記載の代謝改変宿主細胞であって、該宿主細胞が、アルコールデヒドロゲナーゼまたは
アルデヒドデヒドロゲナーゼをコードする核酸をさらに含む、宿主細胞。
（項目４０）
前記アルコールデヒドロゲナーゼが、６－ヒドロキシヘキサン酸デヒドロゲナーゼ、ブタ
ノールデヒドロゲナーゼ、ＡＤＨＩＶデヒドロゲナーゼ、プロパンジオールオキシドレダ
クターゼ、ＡＤＨ６、およびそれらのホモログより選択される、項目３８に記載の代謝改
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変宿主細胞。
（項目４１）
α－ケトグルタル酸塩からのα，ω－二官能性Ｃｎアルカンの産生方法であって、α末端
官能基とω末端官能基は、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、および－ＮＨ３の群より選択され、ｎは
、４～７の範囲の整数であり、α，ω－二官能性Ｃｎアルカンを産生するために十分な条
件下で項目１に記載の宿主細胞を培養する工程；および該α，ω－二官能性Ｃｎアルカン
を分離する工程を含む、方法。
（項目４２）
ホモクエン酸シンターゼ（ＥＣ　２．３．３．－）、ホモアコニターゼ（ＥＣ　２．３．
３．１４）、ホモイソクエン酸デヒドロゲナーゼ（ＥＣ　１．１．１．－）、およびそれ
らの組み合わせより選択される少なくとも１つのポリペプチドをコードする１つ以上の外
因性核酸配列を含む、改変宿主細胞。
（項目４３）
α－ケトグルタル酸塩から、α－ケトアジピン酸塩、α－ケトピメリン酸塩、α－ケトス
ベリン酸塩、またはそれらの組み合わせを産生する、項目４２に記載の改変宿主細胞。
（項目４４）
α－ケト酸デカルボキシラーゼ（ＥＣ　４．１．１．－）およびデヒドロゲナーゼ（ＥＣ
　１．１．１．－）、ならびにそれらの組み合わせより選択される少なくとも１つのポリ
ペプチドをコードする１つ以上の外因性核酸配列をさらに含む、項目４３に記載の改変宿
主細胞。
（項目４５）
ｎが４～７の範囲の整数であるＣｎジカルボン酸を産生する、項目４４に記載の改変宿主
細胞。
（項目４６）
ｎが４～７の範囲の整数であるＣｎヒドロキシカルボン酸を産生する、項目４４に記載の
改変宿主細胞。
（項目４７）
前記宿主細胞がアジピン酸塩を産生する、項目４５に記載の改変宿主細胞。
（項目４８）
前記宿主細胞が６－ヒドロキシヘキサン酸塩を産生する、項目４６に記載の改変宿主細胞
。
（項目４９）
ｎが４～７の範囲の整数であるＣｎアルカンジオールを産生する、項目４４に記載の改変
宿主細胞。
（項目５０）
前記宿主細胞が１，６－ヘキサンジオールを産生する、項目４９に記載の改変宿主細胞。
（項目５１）
α－ケト酸デカルボキシラーゼ（ＥＣ　４．１．１．－）、アミノトランスフェラーゼ（
ＥＣ　１．４．１．－）、アミノトランスフェラーゼ（ＥＣ　２．６．１．－）、および
それらの組み合わせより選択される少なくとも１つのポリペプチドをコードする１つ以上
の外因性核酸配列をさらに含む、項目４３に記載の改変宿主細胞。
（項目５２）
前記宿主細胞がアミノカプロン酸を産生する、項目５１に記載の改変宿主細胞。
（項目５３）
アミノアジピン酸トランスフェラーゼ（ＥＣ　２．６．１．３９）、ジアミノピメリン酸
デヒドロゲナーゼ（ＥＣ　１．４．１．１６）、グルタミン酸デカルボキシラーゼ（ＥＣ
４．１．１．－）、およびそれらの組み合わせより選択される少なくとも１つのポリペプ
チドをコードする１つ以上の外因性核酸配列をさらに含む、項目４３に記載の改変宿主細
胞。
（項目５４）
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前記宿主細胞が、ｎが４～７の範囲の整数であるＣｎアミノカルボン酸を産生する、項目
５３に記載の改変宿主細胞。
（項目５５）
前記宿主細胞がアミノカプロン酸を産生する、項目５４に記載の改変宿主細胞。
（項目５６）
アルデヒドデヒドロゲナーゼ（ＥＣ　１．２．１．３）より選択される少なくとも１つの
ポリペプチドをコードする１つ以上の外因性核酸配列をさらに含む、項目５１に記載の改
変宿主細胞。
（項目５７）
前記宿主細胞が、ｎが４～７の範囲の整数であるＣｎアミノアルデヒドまたはＣｎジアミ
ノアルカンを産生する、項目５６に記載の改変宿主細胞。
（項目５８）
前記宿主細胞がヘキサメチレンジアミンを産生する、項目５７に記載の改変宿主細胞。
（項目５９）
前記宿主細胞が６－ヒドロキシヘキサミンを産生する、項目５７に記載の改変宿主細胞。
（項目６０）
α－アミノアジピン酸－アミノトランスフェラーゼ（ＥＣ　２．６．１．３９）、ジアミ
ノピメリン酸デヒドロゲナーゼ（ＥＣ１．４．１．１６）、アミノアジピン酸レダクター
ゼ（ＥＣ　１．２．１．３１）、サッカロピンデヒドロゲナーゼ（ＥＣ　１．５．１．－
）、リジンデカルボキシラーゼ（ＥＣ４．１．１．１８）、オルニチンデカルボキシラー
ゼ（ＥＣ４．１．１．１７）、およびそれらの組み合わせより選択される少なくとも１つ
のポリペプチドをコードする１つ以上の外因性核酸配列をさらに含む、項目４３に記載の
改変宿主細胞。
（項目６１）
前記宿主細胞が、ｎが４～７の範囲の整数であるＣｎアミノアルデヒドまたはＣｎジアミ
ノアルカンを産生する、項目６０に記載の改変宿主細胞。
（項目６２）
前記宿主細胞がヘキサメチレンジアミンを産生する、項目６０に記載の改変宿主細胞。
（項目６３）
３－オキソアシル－［アシル－キャリア－タンパク質］レダクターゼ（ＥＣ　１．１．１
．１００）、脂肪酸シンターゼ（ＥＣ　２．３．１．－）、デヒドラターゼ（ＥＣ　４．
２．１．５９）、３－ヒドロキシオクタノイル－［アシル－キャリア－タンパク質］デヒ
ドラターゼ（ＥＣ　４．２．１．５９）、エノイル－［アシル－キャリア－タンパク質］
レダクターゼ（ＥＣ　１．３．１．９）、およびそれらの組み合わせより選択される少な
くとも１つのポリペプチドをコードする１つ以上の外因性核酸配列をさらに含む、項目４
３に記載の改変宿主細胞。
（項目６４）
前記宿主細胞が、ｎが５～８の範囲の整数であるＣｎジカルボン酸を産生する、項目６３
に記載の改変宿主細胞。
（項目６５）
前記宿主細胞がアジピン酸塩を産生する、項目６３に記載の改変宿主細胞。
（項目６６）
アルデヒドデヒドロゲナーゼ（ＥＣ　１．２．１．３）より選択される少なくとも１つの
ポリペプチドをコードする１つ以上の外因性核酸配列をさらに含む、項目６３に記載の改
変宿主細胞。
（項目６７）
前記宿主細胞が、ｎが５～８の範囲の整数であるＣｎヒドロキシカルボン酸を産生する、
項目６６に記載の改変宿主細胞。
（項目６８）
前記宿主細胞が、ｎが５～８の範囲の整数であるＣｎアルカンジオールを産生する、項目
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６６に記載の改変宿主細胞。
（項目６９）
前記宿主細胞が６－ヒドロキシヘキサン酸塩を産生する、項目６７に記載の改変宿主細胞
。
（項目７０）
前記宿主細胞が１，６－ヘキサンジオールを産生する、項目６８に記載の改変宿主細胞。
（項目７１）
アミノトランスフェラーゼ（ＥＣ　１．４．１．－）およびアミノトランスフェラーゼ（
ＥＣ　２．６．１．－）より選択される少なくとも１つのポリペプチドをコードする１つ
以上の外因性核酸配列をさらに含む、項目６６に記載の改変宿主細胞。
（項目７２）
前記宿主細胞が、ｎが５～８の範囲の整数であるＣｎアミノカルボン酸を産生する、項目
７１に記載の改変宿主細胞。
（項目７３）
前記宿主細胞がアミノカプロン酸を産生する、項目７２に記載の改変宿主細胞。
（項目７４）
アルデヒドデヒドロゲナーゼ（ＥＣ　１．２．１．３）、アミノトランスフェラーゼ（Ｅ
Ｃ　１．４．１．－）、およびアミノトランスフェラーゼ（ＥＣ　２．６．１．－）、な
らびにそれらの組み合わせより選択される少なくとも１つのポリペプチドをコードする１
つ以上の外因性核酸配列をさらに含む、項目７３に記載の改変宿主細胞。
（項目７５）
前記宿主細胞が、ｎが５～８の範囲の整数である１，ｎ－ジアミノアルカンを産生する、
項目７４に記載の改変宿主細胞。
（項目７６）
前記宿主細胞がヘキサメチレンジアミンを産生する、項目７５に記載の改変宿主細胞。
（項目７７）
前記宿主細胞が、ｎが５～８の範囲の整数であるｎ－アミノアルコールを産生する、項目
７４に記載の改変宿主細胞。
（項目７８）
前記宿主細胞が６－アミノヘキサノールを産生する、項目７７に記載の改変宿主細胞。
（項目７９）
アミノトランスフェラーゼ（ＥＣ　２．６．１．７）、アルデヒドデヒドロゲナーゼ（Ｅ
Ｃ　１．２．１．３）、グルタミン酸セミアルデヒドムターゼ（ＥＣ　５．４．３．８）
、３－オキソアシル－［アシル－キャリア－タンパク質］レダクターゼ（ＥＣ　１．１．
１．１００）、脂肪酸シンターゼ（ＥＣ　２．３．１．－）、デヒドラターゼ（ＥＣ　４
．２．１．５９）、３－ヒドロキシオクタノイル－［アシル－キャリア－タンパク質］デ
ヒドラターゼ（ＥＣ　４．２．１．５９）、エノイル－［アシル－キャリア－タンパク質
］レダクターゼ（ＥＣ　１．３．１．９）、およびそれらの組み合わせより選択される少
なくとも１つのポリペプチドをコードする１つ以上の外因性核酸配列をさらに含む、項目
４３に記載の改変宿主細胞。
（項目８０）
前記宿主細胞が、ｎが５～８の範囲の整数であるｎ－アミノカルボン酸を産生する、項目
７９に記載の改変宿主細胞。
（項目８１）
前記宿主細胞がアミノカプロン酸を産生する、項目７９に記載の改変宿主細胞。
（項目８２）
α－ケトグルタル酸塩からのα，ω－二官能性Ｃｎアルカンの産生方法であって、ここで
は、α末端官能基とω末端官能基は、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、および－ＮＨ３の群より選択
され、ｎは、５～８の範囲の整数であり、α，ω－二官能性Ｃｎアルカンを産生するため
に十分な条件下で項目４２に記載の宿主細胞を培養する工程；および該α，ω－二官能性
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Ｃｎアルカンを分離する工程を含む、方法。
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